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平成 27 年 12 月 12 日（土）三重県総合文化センター
において、県内の活動組織や県内外の関係者約 1, １00
名が一堂に会して、「守ろう水！護ろう土！～我ら生き活
きサポーター～」をテーマに、第 8 回みえのつどいが三
重県・三重県農地・水・環境向上対策協議会の主催で開
催された。

まず、全体会を中ホールで開催し、その後同センター内
の 3 会場に場所を移し、3 つのテーマに分かれて分科会
が開催された。

全体会では、まず主催者から挨拶があり、引き続き来
賓の挨拶、紹介があった。その後、本年度で受賞された
優秀活動組織の概要がスクリーンで紹介され、表彰式に
移り、優秀活動に選ばれた 4 組織の代表に賞状と記念品
が主催者より授与された。受賞記念として、優秀活動組
織の代表者と主催者代表、来賓を囲み記念写真の撮影を
行った。

三重県副知事　石垣英一氏　主催者挨拶

参加された活動組織の皆さま

引き続き、基調講演に移り、「多面的機能支払を活用し
た魅力ある農村づくり」と題して、農林水産省農村振興
局多面的機能支払推進室の柵木環（ませぎ　たまき）室
長よりご講演していただき、全体会は終了した。

その後休憩を挟み、分科会に移り、参加者はおのおの
の会場へ移動した。

第 1 分科会では、「活動運営」をテーマとした事例報告
会では、県内外で積極的に活動している 4 組織がパワー
ポイントを駆使し、日ごろの活動成果が発表された。

第 2 分科会では、「実践活動」をテーマに東海農政局担
当者から活動時の安全管理、企業からは活動にかかる製
品等の紹介があった。

第 3 分科会では、「地域コミュニティ」をテーマに、地
域コミュニティ強化に向けた座談会が行われた。

盛会のうち、分科会も終了し、参加者は帰路に着いた。
さらに会館内に優秀活動組織等のパネル、フォトコンテ

スト応募作品等を展示した多面的活動情報コーナーが設
けられ、参加者は時間の合間を見計らって見入っていた。

また、一般の方を対象とした農産物の無料配布も行わ
れ、好評を博していた。

さらに今回より企画された「みえの農村・守っています、
私たちの地域 !!」をテーマとしたフォトコンテストでも 2
部門での最優秀賞 1 作品、優秀賞 2 作品が発表され、賞
状と副賞が事務局より授与されることが報告された。

多面的機能の維持・発揮活動　第８回みえのつどい 開催
守ろう水！ 護ろう土！ 〜我ら生き活きサポーター〜 

「第2回松阪地域　農業の多面的機能向上活動のつどい」を
開催しました！！

平成 27 年 10 月 26 日「第 2 回松阪地域　農業の多面
的機能向上活動のつどい」を農業屋コミュニティ文化セ
ンターで開催しました。本つどいには松阪管内の活動組

織、85 組織 243 名が参加されました。
本つどいでは、「基調講演」、「管内活動組織による事

例発表」、「パネルディスカッション」と「ポスター展示」
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を行いました。
基調講演では松阪市の隣の津市白山町で活動されてい

る「上ノ村環境プロジェクト」の木村正和様に、活動の
内容を中心にご講演いただきました。女性の参画や、後
継者が不足する中での学生や若者を取り入れた活動、企
業と協働の取組等、多岐にわたるお話をしていただき、
大変参考になりました。

次に管内活動組織による事例発表を行いました。
松阪市からは「美濃田環境保全会」、多気町からは「西

池上やまびこ会」、明和町からは「坂本みどりの会」、大
台町からは「新田地区農地水環境保全会」が発表しました。
①「美濃田環境保全会」

地域ぐるみで行っている保全管理について、紹介され
ました。農業者だけでなく土地持ち非農家や地域住民も
含めた体制をつくり、地域が一体となって活動されてい
ます。

組織の活動内容を紹介したポスターによる投票の様子

活発な意見交換の場となったパネルディスカッション

開会の様子

「上ノ村環境プロジェクト」の木村正和様による基調講演

事例発表の様子

②「西池上やまびこ会」
法面へのヒメイワダレソウの植栽活動について、紹介

されました。また地域住民との交流活動として、サツマ
イモの栽培等にも熱心に取組まれています。
③「坂本みどりの会」

地域資源の保全活動や景観形成活動や地域コミュニ
ティ活動、施設の長寿命化への取組等多くの活動を紹介
されました。また、広報活動として広報誌も作成されて
います。
④「新田地区農地水環境保全会」

農業用水路の保全活動と、獣害対策について紹介され
ました。特に、中山間地域は人口減少により担い手が激
減している中でのため池や水路の維持管理の大変さにつ
いて語られました。

パネルディスカッションでは、三重県農村地域資源保
全向上委員会奥山氏がコーディネーターを務められ、各
市町から 1 組織代表の方と県庁担当者伊藤主幹をパネリ
ストに、「女性や若者の登用」、「事務書類の作成の問題
やアイデア」について、会場の参加者も交えての活発な
意見交換の場となりました。

ポスター展示では、本つどい参加者による「ポスター
投票」を行いました。投票の結果「八重田 ･ 農地 ･ 水環
境保全向上委員会」が最優秀賞に選ばれました。

今後も本つどいが松阪地域で多面的機能支払制度に取
組まれている皆様方の交流や情報交換の場となるよう継
続していきたいと思います。


